
飲み代のOR

側ソフトネット 鈴木 一行

世の中の仕組みをつくる人，その仕組みの中で

着々と資産を蓄積する人，仕組みの中での最適化

理論を考える人，さまざまである.

庶民は平々凡々その臼が平和であればよろしい

のに誰が犯人か定かでないが，住組みを悪用する

者が後を絶たず，サラ金・クレジット詐欺・ネズ

ミ講・投資顧問等々の落し穴が次から次へと現わ

れては何人かの庶民を落し穴に追いこんでしま

う.

とは申せ，小生のまわりは交通事故の話を除い

てはまずは平穏なれど，月給の振込み制度は何と

かならないものかという願望が増大してきた.な

らば第三賞与(決算直前のプラス α の見直し)や社

員持株会の配当ぐらいは現金渡しにしようという

ことにした.要するに男のへソクリで，こういう

ものは少々あるほうが健全と思っている.

何人かはへソクリの預金通帳までもっている

が，銀行窓口のお嬢さんも心得たもので「マルへ

(マル優で、はな L、)ですね」と笑いながら住所を会

社内にしてくれるのである.

ここがミソで，まともに書いたからには挨拶状

やら残高計算書等が自宅に舞いこんでしまう.中

小企業主としてはこの程度会社が利用されるのは

見すごしたほうが得と思っている.仕組みの利用

はこれで完了，後はどの程度まで目をつむるかで

あろう.そこで次の仮説を問うてみたい.

仮観 マルへが年収の 5%以下であれば家庭の

平和を損なうものではない.

さて，サラリーマンにとって適度の出張は気分
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転換にもってこいである.規定の出張費の枠内で

ヤリグリをし，飲み代の一部にするくらい，健全

と思っている.新幹線の切符など回数券を 15%引

でパラ売りする店もあるしマルへの資源は方々

に健在なのである.再建中の会社ならともかく，

前もって回数券を買いこんで出張社員に渡す等と

いう方法は反対である.

次に，このようなマルへの行き先は飲み代やマ

ージャンの決済と相場が決まっているが，ここで

は飲み代のORを検討してみたい.

問題過去 4年間，行きつけの飲み店 4 店合計

して約 100 回は通ったと思うが E確な統計はな

L 、.

表 1 行きつけ店の統計

店番号費用 Ct I 回数 Nt I 金額九
新 宿 l 万円/回 N , Y, 

六本木 2 " N2 Y2 
銀 座 3 " Ns YS 
京 都 4 " N. Y. 

l日L 計 100四位 200万円位

各店の l 回当りの費用は表 1 のとおりであるが

ナワ張りの地元が新宿を原点とするので，京都は

出張の暇を利用できるにせよ若干の交通費を上乗

せして高価としてある.安くて近い店ほど通い数

が多いのは当り前であるが，各店の通い回数 Nt

と金額 Yt=CtNパ工 L、かほどだったか推定した

い.金額の合計は 200 万円くらいと思えるが定か

でない.

解答 4店平均して 1 店当り l 回 2.5 万円の費

用なのでざっと 250 万円と勘定できるが，そんな

に使ったとも思えない.

まず各店平等の金額を投下したと仮定すれば，

新宿48回，六本木24回，銀座16回，京都 12固とな

り，各店平等48万円，合計で 192 万円となる.し

かし京都だけは記憶が定かでせいぜい 8 回くらい
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のはずである.

次に通い数は費用の 2 乗に反比例するのではな

いかと考えた. C，2Ní =一定である. すると若干

ラフな数値だが新宿 70回，六本木 18回， 銀座 8

回，京都 4 回となり 146 万円となる.こんな少な

い金額とも思えないが.

そこで今度はOR家らしく情報理論を用いて，

費用のみを因子としておのおのし 2 ， 3 , 4 の

レベル特性値として解くと新宿52回，六本木27回，

銀座14回，京都 7 回となる.合計金額は 176 万円

となり何となく実感に接近した感じである.

考察 人間の記憶力は定かでないが計算をして

みると意外な事実に気づくものである .Ni=一定

なら 250 万円 ， C，N，=一定なら 192 万円，情報理

論なら 176 万円 ， C，2Nt =一定なら 146 万円とい

う数字は同じ 100 回の通いでも大きな聞きがある

が，安値指向派，高値指向派は例外で通常の人間

のヤリクリはだいたいOR理論の中庸路線に沿っ

たものではなかろうか?

この京都の店の場合，ママさんのセンスが最高

で京都の情緒も申し分ないのである.年に 2 回く

らいしか行けないが，わざわざ東京からというこ

とで永久会員にしてもらえたが，鎌倉から月に 2

回は必ずくる奴がし、るそうで，これにはとてもか

なわない.たまにしか行けないので店の流れの変

化に気づくわけで，京都出身の娘が減って鹿児島

やら広島上りの京都娘に侵蝕されてきたのを嘆き

つも，まずまず遠方のナワ張りとしては自慢ので

きる店である.

ところで，この遠方の京都へも OR理論からは

7%も通ってよいことになっており，実際上 8%

くらいだから異常な行動ではなく安心もできた

し，はじめは 4店合計で 200 万円くらいかなと考

えたものの，さほどでもなさそうだ.

反省庶民がその日その日をOR計算して暮し

た日には酒もまずくなるばかりだが 4年に l 度

くらい反省をこめて暮しの計算をすべきであろ

う.それにしても銀座はもうやめよう.

追記何となくへソクリ 3 年ヤリクリ 8 年とい

った駄文になったが， OR理論も仕組みの中の最

適化を考えたところで答は中庸の域を出ないこと

だけはどうにもならない.しかし庶民はおとなし

く OR理論にしたがうほうが無難なのである.

最後に，特にご要望あらば京都の店をご紹介し

ます.
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